
 

 

 

 

 

 

  極点図処理をブラックボックスにしていませんか 

   極点測定データの評価法と極点処理 
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        Measure-Data¥極点処理と評価法 



概要 

 ｛ｈｋｌ｝極点測定では、（ｈｋｌ）２θ角度の強度測定と２θ角度前後の強度測定が行われる。 

 ２θ位置の強度測定をピーク極点、２θ角度前後の強度測定をバックグランドとする。 

    光学系補正の為に、無配向試料によるピーク極点とバックグランドも測定する。 

    無配向試料の極点図をｒａｎｄｏｍ極点図とする。 

 

 ｒａｎｄｏｍのピーク極点図、バックグランドが正確に測定されているか 

 配向試料のピーク極点図、バックグランドが正確に測定されているか 

 従来、この評価を行わないで、極点図が扱われていました。 

 

 以下にＣＴＲソフトウエアで採用している確認方法を説明します。 

 

 

評価 

 バックグランドもｄｅｆｏｃｕｓを伴う。 

  極点図の中心より外側は強度が低下する。 

 バックグランドより低いピーク強度は存在しない 

ｄｅｆｏｃｕｓ曲線は、Ｔｅｎｃｋｈｏｆｆの曲線に近似される。 

 

極点処理に必要な事 

極点データ処理では上記評価が行え、異常データの場合、修正出来る事が重要です。 

  ピーク強度とバックグランド強度が明示され、修正出来る事 

  吸収補正量が確認出来る事 

  ｄｅｆｏｃｕｓ補正量が確認出来る事 

  入力極点図と処理結果極点図が比較出来る事 

  最適な補正量を算出出来る事 

 

ＯＤＦ解析では、入力極点図と再計算極点からＥｒｒｏｒ評価 

 解析結果として、問題がないか評価出来る事 

 

 

   ＣＴＲソフトウエアでは、以上の評価から信頼性の高い解析結果を提供致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ｒａｎｄｏｍ測定 

 無配向試料によるピーク極点とバックグランド測定を行う。 

 ｒａｎｄｏｍであるので、極点図の回転方向は同一強度である。 

 Ｃｕｂｉｃ試料であれば、バックグランドはピーク角度から±３度離れた角度による強度測定 

 測定例 

  

 ピーク強度とバックグランド強度の確認 

 β方向のピーク最大、平均、最小と 

 低角度バックグランドと高角度バックグランドと 高低バックグランドの多項式曲線 

  

 バックグランドの多項式近似     

  

 

 

バックグランドの評価 

極点図の中心（９０）より外側で 

強度が低下している。 

バックグランドの補正 

バックグランドが凸凹していると 

極点図にＦｉｂｅｒ要素が混入 

多項式で平滑化を行う事が重要 

バックグランドもｄｅｆｏｃｕｓの 

影響が確認出来ます 



バックグランドを削除した極点図がＴｅｎｃｋｈｏｆｆの曲線に近似されるか確認 

      

      

      

赤色曲線がｒａｎｄｏｍ試料のバックグランド削除した極点図の多項式曲線 

青色曲線が、Ｔｅｎｃｋｈｏｆｆの曲線、 

ほぼ、同一曲線で問題ありません。 

 

 



配向試料極点図処理 

 

 バックグランドの適正強化 

  

  

 

 ｛２００｝、｛２２０｝極点図も同様な処理 

 

 

 

 

 

 

 

バックグランドが極点図の中心と 

外周付近で跳ね上がりあり 

 

バックグランドの跳ね上がり修正 

バックグランドの外側を除くデータ 

からｄｅｆｏｃｕｓバックグランド 

曲線を生成（ライトブルー） 



吸収補正量の確認 

 試料の厚さが１ｍｍのアルミニウムなので、吸収補正量は１．０です。 

  

 試料の厚さが薄いと補正が必要になります。 

  

 

ＲＤ補正量の確認 

 ｛２２０｝極点図では、０，９０，１８０，３６０に極が出現するはずです。 

  

  補正量がー５度で最大値が１８０になり、適正なＲＤ補正はー５と判断出来ます。 

 

 



ｄｅｆｏｃｕｓ補正量の確認 

  

  

  

 最大補正量は１．７５以上である事が分かります。 

 ＬａｂｏＴｅｘの様なＡＤＣ法では、極点図の範囲を狭めても解析が可能です。 

 Ｅｒｒｏｒが下がらない場合、極点図の範囲を狭める事も考えます。 

 

 

 

 

 



最適化Ｒｐ％による極点処理 

 ＯＤＦの入力極点図と再計算極点図の差から入力極点図のＥｒｒｏｒが評価されます。 

 ＣＴＲソフトウエアでは、極点処理にＯＤＦ解析風な処理が組み込まれています。 

 最小なＲｐ％による極点処理の実行 

  

ｄｅｆｏｃｕｓ曲線が適正でない場合(測定 defocus曲線を使用)、Ｒｐ％が大きく、改善されない 

 

ｄｅｆｏｃｕｓ曲線が適正な場合（計算 defocus曲線を使用）、Ｒｐ％は小さく、更に改善されます。 

 

  

  

 適正化により平均Ｒｐ％が２．７％－＞２．５％に改善されます。 

適正な defocus曲線で最適化前 

適正な defocus曲線で最適化後 



ＬａｂｏＴｅｘによるＯＤＦ解析 

  

  Random方位を７％程度含まれています。 

 Error評価 

  

 Rp%は２．０％と良い結果になっています。 

 これは、入力極点図にＥｒｒｏｒが少ない事になり、ＯＤＦ結果は非常に信頼性が高い 

  

 同様に、VolumeFractionのＥｒｒｏｒ評価を行います。 

 



 VolumeFraction(結晶方位の定量％)結果 

 

 Cube方位が４０％程度で、Background（計算された以外の方位）も３８％ 

 入力極点図から計算した ODF図    VolumeFractionから計算した 

 

VolumeFractionの Error評価 

 

VolumeFraction(方位の定量)結果の 

Errorは、４．１％で信頼性が高い 

 

左グラフの±１．５％以内である事 


